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ブロックを 6，._ 8μlζ作成アリザリン法によって染
色正常上皮および癌Kついてのべる。
正常扇平上皮においては基底細胞強陽性，傍基底
:層，中間層，表層細胞は弱陽性，腺上皮，血管壁陽
性，肩平上皮癌および基底細胞癌では何れも癌巣が 
間質と対照的K強陽性，特に扇平上皮癌の場合癌巣
の周回部すなわち間質に接する癌実質部位l乙強陽性
で中心部は弱陽性，此の事は未熟な癌細胞に Caが
多く含まれ分化傾向を示すと Caが減少すると考え
られる。特に癌主病巣より族出した部分KCaが強
陽性という事は興味深く，悪J性度の高い癌細胞に 
Caが多く含まれると解釈される。以上は現在まで
の所見でなお例数も少く染色法も限られた方法のた
め今後の研究に追う所が多いと思う。 
19.子宮睦部正常上皮，癌におけるビタミン B1
の組織化学的研究
高木敏子
はしカfき
最近各方面より超高圧水銀灯K由る鐙光顕微鏡的
検索が注目される様lとなりましたが，私は乙乙はそ
の一端としてビタミン B 1(以下 v.B 1)の蛍光l乙由
る検鏡法についてのべ第 1報といたします。
概要 
Stokesの法則の如く 300mμ，._ 400mμ の長波長
の紫外線K由って発せられる物質の放射線は可視ス
ペクトノレ範囲に入り，暗視野では輝いた色調で照ら
しだされる ζとから， V. B1をアルカリ lとおいて赤
血塩で酸化させ，生じた酸化物チオクロームの二次
的蛍光 (460mμ)を鐙光顕微鏡下で検査するのであ
ります。
光源は出来る限り強いしかも可視光線を含まない
紫外線を放射する事が必要であり，そのために多く
の型のランプがありますが，私は PermaRayの超
高圧水銀灯 250Wを用い，フィルターは uv方式
を使用いたしました。
検査方法 
v.B1の組織化学的検出にはジアゾ法と鐙光法が
試みられて来ましたがジアゾ法は呈色が不安定なこ 
とや，特異性が少ないことなどから実際には利用さ
れない様で，私は荒木，陳氏法を行い組織の v.B1 
鐙光検出を試みました。
20.子宮頚睦部正常上皮，変化上皮，癌における 
DPN Diaphoraseの組織化学的研究(1)
戸沢澄，泉弘道
ヒトの正常子宮頚腹部正常上皮，上皮内癌および
癌における DPNDiaphoraseの酵素分布の異同並
ぴ民活性の強弱について Cryostat切片をもちいて
検索した。 Incubating時間は 10分であった。正
常子宮扇平上皮組織では，基底細胞層K一番強い活
性を示めし，穿基底細胞層では，これよりやや弱く
表層はほとんど活性を示さず，粘膜下組織では
Kapi1laren並びK血管壁K強い反応を示めした。 
Carcinoma in Situでその glandularinvolvment 
の例において，その活性度はその中心部において正
常子宮扇平上皮基底細胞と同じ程度の活性を示めす
が，間質に近い部分は中心部に比してより強い活性
を示めした。 CarcinomNesterは間質に比して強
い活性を示めし，癌細胞の細胞質K Formazan沈
着をみとめ核はそまらなかった。族出せる typeで
は Carcinom-N esterよりやや強い活性を示めす様
に思われる。 
21.子宮睦部正常肩平上皮，変化上皮，および癌
の phosphoamidaseに関する研究(第 2報〉
小沢彊
前固に続いて phosphoamidaseK関しての基礎
実験および実験結果を報告した。証明法として高松
氏法， Gomori氏法とも phosphoamidase活性部
位を証明しうるが前者の方が割に証明し易い。また
固定法は 10%中性ホJレマリンまたはアトセン液に 
10分間処理がよい。実験結果は正常上皮では未分化
細胞層すなわち下層に陽性， 核細胞質とも陽性， 
Abnormes Epithel より incitu Iζ至るにつれ陽
性強く platt.Epithel krebsでは核細胞質とも強
陽性である。癌も成熟を過ぎ角化してくると陰性と
なり癌真珠など陰性であった。 
22.子宮頚部における核酸の研究(第 2報)
安里洋
第 1報では正常子宮臆部扇平上皮，子宮頚癌，正
常陸脂膏および頚癌スタンプ標本につき個々の細胞
核 DNA含量の検索を行い，正常細胞核 DNA含量
はほぼ一定の値を示しかっ分布域を狭いが，頚癌細
胞核 DNA含量は正常細胞核に比し含量の増加と分
布域の拡大が認められることを述べた。今回は変化
上皮における個々の細胞核 DNA含量を前回と同様
